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っ
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則
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あ
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広
い
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パ
ラ
ダ
イ
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変
え
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と
」。そ
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が
、長
期
的
、本
質
的
な
変
化
を

得
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
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う
こ

と
で
す
。

　

教
員
に
な
り
担
任
を
受
け
持
つ

こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
こ
と
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。そ
こ
で
、こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
学

ん
だ
習
慣
を
身
に
付
け
て
、子
ど

も
た
ち
を
し
っ
か
り
と
成
長
さ
せ
る

こ
と
の
で
き
る
教
員
に
な
り
た
い

で
す
。

子どもたちの国際交流をプロデュース学内を舞台に国際交流の機会を提供

課外プロジェクト紹介

HICプロジェクト カンボジアと日本をつなぐ手紙トラベラー

　学校教育学部の学生を中心とした5人のメンバーが取り組んだのは「一
通の手紙」で2つの国の子どもたちをつなぎ、互いの国について理解を深め
させることでした。日本の子どもたちにカンボジアと「手紙の良さ」について理
解を促す授業を行い、子どもたちが書いた絵手紙を携えてカンボジアへ。今
度はカンボジアの子どもたちが書いた返事を預かって日本の子どもたちへ。
一通の手紙から「相手のことを知りたい」「一度、会ってみたい」という国際
理解教育における最も重要な基礎となる部分を育てるという目的を達成し
た今、メンバーたちは「さらに相互理解や交流を深める活動を続けていきた
い」と意欲を新たにしています。

　兵庫教育大学国際交流サークル（HUTE International Circle）は、留
学生と日本人学生が共にイベントを企画・運営することで異文化理解を深
めるプロジェクト活動を行っています。平成28（2016）年度は、日本の「栗ご
飯」の調理・試食とメキシコの「ピニャータ割り」を体験する異文化交流会を
開催し、大学祭ではベトナム料理「フォー」の屋台を出店しました。さらに、留
学生のフレンドシップファミリーを中心とした地元の人々の協力を得て、日本
文化を体験しながら交流を深めるイベント「もちつき大会」と「節分」を開きま
した。今後も、相互理解を促すさまざまなイベントを企画し、活動を展開してい
く予定です。
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クラブ紹介 平成28年度リーダーズセミナー

LEADERS SEMINAR

Data
実施日／3月15日
実施場所／共通講義棟304室
参加者／体育系：55人〔課外活
動団体の次期リーダー48人（24
団体×2人）、指導学生（体育会役
員）5人、教職員2人〕
文化・芸術系：20人〔課外活動団
体の次期リーダー16人（8団体×2
人）、指導学生（文化会役員）2人、
教職員2人〕

【主な内容】
討議テーマ▶体育会／文化会と
してのこの1年の振り返り
－次年度の活性化にむけて－

全体研修▶フランクリン・コヴィー・
ジャパン㈱による、フランクリン・
コヴィー・エデュケーションセミナー

「7つの習慣」を軸としたリーダー
シップ教育プログラム研修（大学
生向け）

➡（後列左から）笠原健志さん、廣瀬綾香
さん（平成29年3月卒業）、川口智史さん、

（前列左から）岡田陽南さん、普輪㟢捺
月さん

扌（左から）古泉啓悟さん、ドミンゲス・ガルフィアス・パメラさ
ん（平成29年3月修了）、鎌田奏さん（同）、普輪﨑捺月さ
ん、岡田陽南さん、（手前）原直子さん

➡もちつき大会の様子

➡カンボジアでの活動の様子
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